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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本非破

壊検査協会（JSNDI）及び財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正

すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって JIS G 0587:1995 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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日本工業規格          JIS 
 G 0587：2007 
 

炭素鋼鍛鋼品及び低合金鋼鍛鋼品の 
超音波探傷試験方法 

Method for ultrasonic examination for carbon steel and  
low alloy steel forgings 

 

序文 

この規格は，1987 年に制定され，その後 2 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 1995 年に

行われたが，その後精度の向上した DGS 線図の採用，感度校正用人工きずの規定付加のため改正した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，厚さ 20 mm 以上及び外径部の曲率半径が 50 mm 以上の炭素鋼及び低合金鋼の鍛鋼品（以

下，鍛鋼品という。）の，パルス反射法を用いた基本表示の超音波探傷器による超音波探傷試験（以下，試

験という。）方法について規定する。 

なお，ステンレス鋼鍛鋼品については，超音波の減衰を考慮した上で，試験要領について受渡当事者間

で合意した場合は，この規格を準用して探傷することができる。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0601 製品の幾何特性仕様（GPS）－表面性状：輪郭曲線方式－用語，定義及び表面性状パラメ

ータ 

JIS G 0431 鉄鋼製品の非破壊試験技術者の資格及び認証 

JIS K 2238 マシン油 

JIS Z 2300 非破壊試験用語 

JIS Z 2305 非破壊試験－技術者の資格及び認証 

JIS Z 2345 超音波探傷試験用標準試験片 

JIS Z 2352 超音波探傷装置の性能測定方法 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS Z 2300 によるほか，次による。 

3.1 

Q 値 

使用する超音波探傷器と超音波探触子とを組み合わせた状態で，周波数分析を行い，測定された中心周


